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機械化 。自

動化 を徹 底

(B`原 )
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積
極
推
進

機
械
化

自
動
化
を

ガ
ラ
ス
リ
ソ
ー
シ
ン
グ

（本
社

・
千
葉
県
銚
子
市
、

伊
藤
憲

一
会
長
）
の
「成
田

支
店

。
成
田
工
場
六
千
葉

県
成
田
市
）
は
処
理
能
力

１
日
当
た
り
６
０
０

ント
と

い
う
国
内
最
大
級
の
混
合

飲
料
容
器
自
動
選
別
ラ
イ

ン
「Ｂ
棟
」
を
有
す
る
「
２

０
２
Ю
年
に
は
、
Ｂ
棟
で

選
別
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

を

フ
ベ
ル
剥
離
し
て
丸
０

と
洗
浄
、
圧
縮
し
て
Ａ
グ

PETガミトル

を丸 ごと洗

浄 (C棟)

レ
ー
ド
の
ベ
ー
ル
に
圧
縮

す
る

「Ｃ
棟
ス
処
理
能
力

１
日
当
た

り
３
８
４

ント
）
が
完

成
し
、
飲

料
メ
ー
カ

ー
が
取
り

組
む

″
ボ

ト
ル

ｂ

ボ
ト
ル
″

に
貢
献
し

り
、
同
社
は
混
合
飲
料
容

器
選
別
で
機
械
化

。
自
動

化
を
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
き
た
。
伊
藤
孝
展
副

社
長
は
、

「欧
州

（の
ソ

ー
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
一

は
画
形
廃
棄
物
全
般
を

一

緒
に
し
て
選
別
す
る
も
の

で
あ
り
、

（混
合
飲
料
容

器
に
特
化
し
た
施
設
と
し

て
は
）
世
界
を
見
渡
し
て

も
参
考
に
す
る
プ

フ
ン
ト

は
な
い
。
今
後
も
ョ
ら
開

発
を
行

っ
て
頑
張
る
」
と

い
う
。

一
成
田
工
場
の
最
大
の
特

て
い
る
。

「成
田

工
場
に
は

こ
れ
ま
で

１
０
０
億

円
を
投
じ

一

た
ス
伊
藤

会
長
）
と

の
言
葉
通

収
し
、
ア

ル
ミ
缶
選

別
機
で
ア

ル
ミ
缶
を

回
収
し
た

後
、
自
動

選
別
機
で

ガ
ラ
ス
び

国内最大級の謎別プラントＰ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト

ル
は

ラ
ベ
ル
剥
離
し

て
丸
洗

い

異
物
に
は
マ
ス
ク
も
混
入

懲

、査

の
唇

籍

容

器
を
こ
な
せ
る
こ
と
だ
。

自
勃
販
売
機
リ
サ
イ
ク

ル
ボ
ッ
ク
ス
て
集
め
ら
れ

た
ポ
リ
袋
に
詰
め
た
混
合

飲
料
容
器
を
容
量
１０
立
方

財
の
専
用
コ
ン
歩
ナ
に
入

れ
て
、
５
コ
ン
歩
ナ
を
大

型
ト
レ
ー
ラ
ー
で
回
収

し
、
成
田
工
場
Ｂ
棟
に
運

び
込
む
。
そ
の
コ
ン
歩
ナ

を
回
転
式
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
で
搬
入
す
る
。　
　
　
・

Ｂ
棟
の
お
お
ま
か
な
フ

ロ
ー
は
＾
ラ
イ
ン
に
投
入

後
、
破
袋
機
に
か
け
て
除

袋
し
て
か
ら
磁
力
選
別

機
で
ス
テ
ー
ル
缶
を
回

ん
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
、
異

物
を
そ
れ
ぞ
れ
選
別
す
る

と
い
う
流
れ
に
な

っ
て
い

る
。
要
所
に
光
学
式
選
別

機
な
ど
を
導
入
し
た
多
段

階
で
精
選
別
を
行
う
シ
ス

＞
ム
に
な

っ
て
い
る
。
従

来
は
約
３０
人
で
行

っ
て
い

た
作
業
に
つ
い
て
、
機
械

化
を
進
め
た
現
在
で
は

「従
業
員
は
選
別
ラ
イ
ン

の
チ

ェ
ッ
ク
を
す
る
ぐ
ら

い
で
済
む
よ
う
に
な

っ

た
」
と
い
う
。

″ボ
ト
ル

＋（〕
ボ
ト
ル
″
の

た
め
の
新
設
備

Ｂ
棟
て
選
別
さ
れ
た
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
は
、

２０
年
に

薪
設
さ
れ
た
Ｃ
棟
に
自
動

搬
送
し
で
、
″
ボ
ト
ル

ｔｏ

ボ
ト
ル
ン
を
行
う
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
の
要
求
品
質
に

ま
で
加
工
す
る
。

Ｃ
棟
で
は
ま
ず
、
ラ
ベ

ル
を
剥
が
し
や
す
く
、
光

学
選
別
の
効
率
を
上
げ
る

た
め
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を

圧
縮
す
る
。
次
に
ラ
ベ
ル

剥
離
機
で
ラ
ベ
ル
を
剥
が

し
て
か
ら
、
ボ
ト
ル
を
シ

ャ
ワ
ー
リ
ン
グ
で
丸
０
と

洗
浄
す
る
。
そ
の
後
、
光

学
式
選
別
機
に
通
し
て
透

明
な
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
だ
け

を
選
別
し
、
ラ
ベ
ル
が
取

り
切
れ
て
い
な
い
Ｐ
Ｅ
Ｔ

ボ
ト
ル
は
ラ
ベ
ル
剥
離
機

に
戻
す
。
最
後
に
透
明
な

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
強
力
な

圧
縮
機
に
か
け
て
Ａ
グ
レ

ト
ド
レ
ベ
ル
の
ベ
ー
ル
に

し
て
出
荷
す
る
。

飲
料
容
器
中
の
飲
み
残

し
や
Ｃ
棟
の
ボ
ト
ル
洗
浄

で
発
生
す
る
洗
浄
水
を
処

理
す
る
た
め
、
専
用
の
排

水
処
理
施
設
も
設
け
た
。

排
水
を
河
川
放
流
で
き
る

水
質
に
ま
て
処
理
し

つ

つ
、
排
水
中
の
有
機
物
質
・

を
嫌
気
処
理
し
て
発
生
す

る
バ

る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
だ
。

一
方
で
、
飲
料
容
器
リ

サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
各

種
歓
料
容
器
以
外
の
い
わ

ゆ
る

「異
物
」
の
混
入
は

同
社
に
と

っ
て
も
課
題
。

伊
藤
副
社
長
は
い

「あ

る
程
度
の
異
物
混
入
を
想

定
し
た
プ
ラ
ン
ト
に
な

っ

て
い
る
が
、
異
物
に
よ
る

投
入
日
や
破
袋
機
の
破
損

な
ど
が
頻
繁
に
起
こ
る
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が

入

っ
た
も
の
な
ど
も
混
ざ

っ
て
く
る
が
、
最
近
で
は

使
用
済
み
マ
ス
ク
の
混
入

も
あ
り
、
危
惧
す
る
こ
と

は
多
い
。
飲
料
業
界
の
異

物
混
入
防
止
の
取
り
組
み

は
う
れ
し
い
」
と
述
べ
て

い
る
。
　
　
　
（お
わ
り
）

全清飲の中間処理施設視察 <第 3回 カラスリツーシング >


